
2020年 9月 7日版 

映 職 連 

文化芸術活動の継続支援事業 
楽々申請 実例集 

文責 ： 映職連「文化芸術活動の継続支援事業」対策委員会 

2020 年 7 月に「文化芸術活動の継続支援事業」の補助金申請の募集が始まり、2 ヶ月ほど経ちました

が、申請方法、補助の対象となる事業や経費の分かりにくさもあり、なかなか申請できない方も少なくな

いかと思います。 

今回は「活動継続・技能向上等支援 A-①」（標準的な取組を行うフリーランス等向け 上限 20 万円）

について、申請内容の実例と、実際の申請画面の入力方法をご紹介します。手続きの一助としてご活用い

ただければ幸いです。 

 

１ まずは募集案内を読む！ 

文化庁の HPからダウンロードして熟読してください。 

２ 確認番号を取得！ 

所属する協会に発行依頼しましょう。 

３ 募集案内 18ページの「申請フォームの記入例」を確認！ 

あらかじめ申請内容をイメージして、入力項目を文書にまとめておきましょう。 

各申請画面では、入力情報を途中で保存できません。また入力時間制限（60分）があります。 

４ 入力項目のうち「活動内容の目的と内容」「事業実施期間」「活動内容」が重要！ 

文案をしっかり練りましょう。同じ経費でも、申請内容次第で審査の合否が大きく変わります。 

なお、実施事業終了から 30日以内（または交付決定前に事業が完了した場合は決定から 30日以内）に実績

報告を提出しますが、その際も申請時のデータを使用することになります。 

５ 経費の証憑書類は大切に！ 

実績報告書と一緒に、事業で使った経費の証憑書類（レシートなど）のコピーを提出することになります。大切

に保管しましょう（※文化庁・芸文振発行の「手引き」等で「郵送する証憑書類は原本」とも読み取れる記載があり

ますが、郵送するのはすべてコピーです）。 

申請前に行うべきこと！ 
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＜実例のご紹介＞ 

 

入力項目のうち、特に重要な項目「活動内容の目的と内容」「事業実施期間」「活動内容」等について、実例をご

紹介します。 

 

 

 

 

「事業の名称」 

短編映像制作 

「活動内容の目的と内容」 

映画用長編脚本を執筆し、企画の成立のため作品の骨子を表現した短編映像を制作する。映像は映画製作者に

向けたプレゼンテーション及び宣伝活動に使用する他、それ自体を一つの作品と捉えてネット配信を行う。 

「事業実施期間」 

2020年 8月１日～2020年 10月 31日 

「活動内容」 

（１） 

①国内外の観客、参加者等の回復・開拓 

CMや PR動画等の制作、配信 

活動内容（自由入力） 

 PR映像制作及びネット配信 

活動に伴う経費の説明 

自身脚本企画の PRのため、短編映像を制作する。感染拡大予防のため基本的に制作スタッフは頼まず自ら撮

影を行うため、撮影用機材一式（30万円＜カメラ：88,800円、レンズ：71,455円、マイク：26,276円、三脚 26,063

円など＞）を購入する。 

活動経費 

消耗品費：300,000円 

②活動の継続・再開のための公演・制作方法等の検討・準備・実施 

技能向上を目的としたリサーチ 

活動内容（自由入力） 

 脚本執筆に先駆けたリサーチ 

活動に伴う経費の説明 

シナリオハンティング活動の記録のため、上記①の撮影機材を活用する。経費入力については重複するため、

割愛する。 

活動経費 

（未記入） 

 

実例１） 
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「事業の名称」 

活動再開に向け映画制作における撮影技術の向上を目指し自主研修及び研究を継続する 

「活動内容の目的と内容」 

今後の映画作品制作のため、さらなる技術の向上を目指し、三密を避け、オンライン会議システムによる会議・打ち

合わせ・日進月歩のデジタル映画技術のレクチャー及び研修・研究。カメラ・レンズ等、機材・新製品・講演会・研究

会等、ブルーレイ・DVD等、動画ソフトによる研修・研究。 

「事業実施期間」 

2020年 7月 30日～2020年 8月 31日 

「活動内容」 

（１） 

②活動の継続・再開のための公演・制作方法等の検討・準備・実施 

（ICT活用なし） 

技能向上を目的としたリサーチ 

活動内容（自由入力） 

（未入力） 

活動に伴う経費の説明 

映画撮影用機材・カメラ・レンズ・新製品・講演会・研修会等、動画による研修・研究のため 4Kブルーレイレコー

ダー（71,757円）とパソコン外付け用ブルーレイ・DVDプレイヤー（9,740円）を購入。 

活動経費 

消耗品費：71,757円 

消耗品費：9,740円 

②活動の継続・再開のための公演・制作方法等の検討・準備・実施 

  （ICT活用あり） 

技能向上を目的としたリサーチ 

活動内容（自由入力） 

（未入力） 

活動に伴う経費の説明 

三密を避けるため、オンライン会議システムを利用し、会議・打ち合わせ・日進月歩のデジタル映画技術のレクチ

ャー及び研修・研究をインターネット上で実施するため、パソコン（92,380円）とマウス（2,816円）を購入。 

活動経費 

消耗品費：92,380円 

消耗品費：2,816円 

 

 

 

 

実例２）

１） 
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「事業の名称」 

コロナ後の美術デザイナー仕事の技術向上対策 

「活動内容の目的と内容」 

自粛後 8月以降に再開されていく予定の舞台やイベント、ネット配信等に備え、美術デザイナーとしての技術向上

を目指し、自主的な活動を試行、継続していく。仕事の PR としてポートフォリオを作り環境を整え、ネット送信。

「with コロナ」「アフターコロナ」活動対策としてオンラインセミナー研修を数種受けている。 

「事業実施期間」 

2020年 7月 1日～2020年 7月 22日 

「活動内容」 

（１） 

①国内外の観客、参加者等の回復・開拓 

活動実績をまとめた冊子の作成、配布 

CMや PR動画等の制作、配信 

制作した作品をまとめた図録の作成、配布 

活動内容（自由入力） 

 仕事 PRの資料作成や実績をまとめた冊子配布 

活動に伴う経費の説明 

仕事 PRや活動継続の試作作成＆配信として材料費 65,384円、PC機器 67,710円、オンライン設備 34,800円、

トライアル消耗品 24,401円。合計消耗品費 192,295円。運搬トラックの委託等 25,770円、飲料代 91円×2本

182円 

活動経費 

 消耗品費：192,295円 

 通信運搬費：25,770円 

 会議費：182円 

②活動の継続・再開のための公演・制作方法等の検討・準備・実施 

（ICT活用あり） 

技芸の研鑽のための自主稽古 

技能向上を目的としたリサーチ 

技能向上に関係する資格取得 

インターネットを活用した技芸の研鑽のための共同稽古 

活動内容（自由入力） 

 技術向上を目的とした PR方法やリサーチ研修 

活動に伴う経費の説明 

仕事 PR方法や新規集客リサーチ、コロナ後のエンタメ対策等をオンラインセミナーで研修。ネット配信対策、

SNS検討やそれに伴う資格取得もセミナー受講。１回 7,200円を月 5回（7,200×5＝36,000円）3 ヶ月連続受講 

 

実例３） 
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活動経費 

諸謝金：108,000円 

通信運搬費：5,940円 

（２） 

（１）の取組と併せて行う、業種ごとの新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドラインに即した取組例 

感染症対応のための研修会 

消毒その他感染症対策のための取組 

活動内容（自由入力） 

（未入力） 

活動に伴う経費の説明 

仲間との感染症対策の研修会を行うための準備品購入、対策防護試作品製作のための資材購入、施工。 

経費経費 

雑役務費 20,844円 

 

 

 

 

 

「事業の名称」 

製作中の映画の編集、仕上げと上映のための準備。次回作への企画開発と脚本執筆。活動再開のための技能向

上と対応できる環境整備。 

「活動内容の目的と内容」 

製作中の映画の編集、仕上げをして完成させ、上映するための準備として予告映像を製作。サンプル盤ＤＶＤ、ブ

ルーレイを作成し配布。並行して次回作の映画の企画開発をし、企画書と脚本を複数執筆する。 

「事業実施期間」 

2020年 3月 1日～2020年 9月 30日 

「活動内容」 

（１） 

①国内外の観客、参加者等の回復・開拓 

CMや PR動画等の制作、配信 

展示のギャラリートークや講演会の開催 

活動内容（自由入力） 

製作中の映画の編集。予告製作。サンプル DVD、ブルーレイ作成。 

活動に伴う経費の説明 

バックアップ用外付け HDD 23,000円。サンプル用ディスク 17,265円。ディスクケース 4,314円。ブルーレイレコ

ーダー 53,027円。SDカード 1,160円。編集室用日除け 5,146円。編集室用クッション 11,280円。 

活動経費 

 消耗品費：115,192円 

実例４） 
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 旅費：5,440円 

②活動の継続・再開のための公演・制作方法等の検討・準備・実施 

（ICT活用なし） 

技芸の研鑽のための自主稽古 

技能向上を目的としたリサーチ 

活動内容（自由入力） 

次回作の映画の企画開発と脚本執筆。機材の準備。 

活動に伴う経費の説明 

企画開発、脚本執筆の資料としての書籍 62,372円。参考資料としての映画、舞台の DVD 64,961円。三脚修理 

3,300円。三脚ケース 6,658円。プリンタインク 11,210円。PC用眼鏡 22,100円。事務用品 440円。 

活動経費 

消耗品費：171,041円 

②活動の継続・再開のための公演・制作方法等の検討・準備・実施 

  （ICT活用あり） 

技能向上を目的としたリサーチ 

インターネットを活用した技芸の研鑽のための共同稽古 

活動内容（自由入力） 

三密を避けるためのオンライン会議システムに対応できる環境整備。 

活動に伴う経費の説明 

WIFIルーター 6,570円。接続ケーブル 2,350円。三密を避け公共交通機関を使わず移動するための自転車 

24,387円。 

活動経費 

消耗品費：33,307円 

（２） 

（１）の取組と併せて行う、業種ごとの新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドラインに即した取組例 

消毒その他感染症対策のための取組 

活動内容（自由入力） 

感染症予防のための備品準備。 

活動に伴う経費の説明 

マスク・消毒液 29,891円。非接触体温計 5,000円。 

経費経費 

消耗品費 34,891円 
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